
わたしの未来はわたしが創る 

高岡市男女平等推進プラン情報誌 

２００８春 
5 号  

こんにちは。 
わたしが 
 “ありーて”を 
  ご案内します。 

「ありーて」は 
自分の力で問題を解決していく 
イギリスの童話 
「アリーテ姫の冒険」の 
主人公の名前です。 

特集 すこしずつ、準備しておこう  家族とわたしの高齢期 
　　　～住みなれた地域で暮らし続けるための支援～ 

ま ち  

２００８春 
5 号  

じ く も 

わかいもん／美容室経営者 
　　　　　　　　塩谷伊甲子さん 

センター活動登録団体紹介 

ぼくの育児＆育自日記／林　隆史さん 

セピア色の写真から／長野とも子さん 

お知らせ／高岡市男女平等推進 
　　　　　　　  プランができました 



　家族や自分自身が高齢期を迎えた時、大きな心

配事のひとつは、【介護】ではないでしょうか。

今回は、住みなれた地域で安心していつまでも暮

らし続けるための支援と取り組みを紹介します。 

　今世紀半ばには、
※１

国民の３人に１人が６５歳以上

という超高齢社会を迎えるといわれています。ま

た、
※２

高岡市の６５歳以上の人口割合は２５．２％（平成

１９年１０月現在）で、全国と比較しても高い割合と

なっており、近い将来、多くの人が家族や自分自

身の高齢期に差し掛かり、何らかの形で介護に関

わることが予想されます。 
※１　ほっと福祉プラン２１（高岡市） 
※２　富山県人口移動調査 

　『
高
岡
市
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
』
で
は
、
五

つ
の
基
本
目
標
の
一
つ
に
「
家
庭
生
活
や
仕
事
、

地
域
活
動
等
に
お
け
る
平
等
な
参
画
と
そ
れ
ら

が
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
男
女
が
安
心
し
て
、
育
児
・
介
護
と
仕
事

等
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
高
齢
期
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
条
件
の
整
備
は
、
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
や
、
高
齢
者
の

日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
市

役
所
の
高
齢
介
護
課
の
窓
口
な
ど
で
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
関
係
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
福
祉
事
業
に
つ
い
て
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
類
も
充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
高
岡
市
内
で
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

っ
て
も
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
施
設
や
取
り
組
み
が
、
最
近
は
増
え

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
か
ら
編
集
員
が
関
心
を
持
っ
た
い
く

つ
か
の
取
り
組
み
や
、
そ
こ
で
働
く
方
た
ち
の

介
護
に
か
け
る
思
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を
迎
え
る
人
や
家

族
の
介
護
が
必
要
と
な
る
人
に
向
け
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

　
お
寺
で
介
護
施
設
を
運
営
す
る
ご
夫
婦
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
き
、
訪
ね
ま
し
た
。
高
岡
市

二
塚
に
あ
る
歓
盛
寺
の
敷
地
内
に
は
特
定
非
営

利
活
動
法
人
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
の
施
設
が
建
っ

て
い
ま
す
。 

　
施
設
を
運
営
す
る
住
職
の
仙
田
さ
ん
夫
妻
は

元
々
、
別
の
介
護
施
設
職
員
で
し
た
。「
高
齢
者

自
身
が
望
む
場
所
で
、
望
む
人
た
ち
に
囲
ま
れ

て
暮
ら
し
、
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

た
い
」
と
い
う
二
人
の
思
い
に
賛
同
す
る
ス
タ

ッ
フ
と
共
に
、
平
成
十
七
年
に
本
堂
横
の
住
居

を
改
築
し
て
開
所
。
現
在
は
、
富
山
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
、
地
域
の
介
護
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
機
能

訓
練
、
境
内
を
散
歩
す
る
な
ど
し
て
過
ご
し
ま

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
お
寺
に
親
し
み
、
思
い
入

れ
が
あ
る
高
齢
者
た
ち
は
、
家
族
か
ら
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
こ
ら
れ
」
と
言
わ
れ
る
と

敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、「
お
寺
に
行
っ
て
こ
ら
れ
」

と
言
わ
れ
る
と

行
っ
て
来
よ
う
か
な

と
い

う
気
持
ち
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
高
齢
に

な
る
と
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
こ
と
も
多
い

た
め
、
利
用
者
の
了
解
を
得
な
が
ら
、
お
寺
で

あ
る
こ
と
の
良
さ
を
日
々
の
介
護
に
活
か
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

　「
ご
家
族
の
理
解
や
医
師
の
支
援
、
職
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
、
克
服
す
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は

あ
る
が
、
高
齢
者
の
多
く
は
自
宅
で
最
期
を
迎

え
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
在

宅
の
高
齢
者
の
看
取
り
ま
で
を
含
め
た
支
援
を

し
て
い
き
た
い
」
と
仙
田
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。 

すこしずつ、 
準備しておこう 

～住みなれた地域で 
       暮らし続けるための支援～ 

ま 　 ち  

地
域
の
お
寺
が
介
護
施
設 

家族と 
わたしの 
高齢期 

高岡市が発行している、
高齢者支援や介護保険
に関するパンフレット 

上）境内に実った梅の収穫をする利用者と
スタッフ 

左）イチゴ狩りなど、外出する行事を取り
入れる施設も多い 
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市
内
で
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぽ
ぴ
ー
」
を
運
営

す
る
日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
セ
ン
タ
ー

事
業
団
高
岡
地
域
福
祉
事
業
所
が
平
成
十
八
年

に
開
設
し
た
「
茶
の
間
横
町
ぽ
ぴ
ー
」（
横
田
町
）

は
、
介
護
度
に
関
係
な
く
六
十
歳
以
上
な
ら
誰

で
も
利
用
で
き
る
高
齢
者
の
交
流
サ
ロ
ン
で
す
。

利
用
者
は
こ
こ
で
、
お
風
呂
や
和
裁
、
料
理
な

ど
を
思
い
思
い
に
楽
し
み
、
必
要
な
人
に
は
職

員
が
お
風
呂
の
介
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日

の
利
用
者
は
五
〜
十
人
。
中
に
は
姉
妹
や
友
人

同
士
で
の
利
用
、
市
外
か
ら
の
利
用
者
も
あ
り
、

無
料
で
送
迎
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
事
業
を
始
め
た
の
は
、「
要
介
護
」
と
認

定
さ
れ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
人
の

介
護
度
が
軽
く
な
り
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

「
こ
れ
ま
で
家
族
の
よ
う
に
思
い
お
世
話
し
て
き

た
利
用
者
が
、
家
に
引
き
こ
も
っ
て
、
介
護
度

を
再
び
悪
化
さ
せ
て
ほ
し
く
な
い
。
住
み
な
れ

た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
介
護
度

に
関
係
な
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
所
が
必
要
」

と
い
う
、
所
長
の
宮
崎
さ
ん
の
思
い
か
ら
で
す
。 

　「
昼
食
込
み
で
利
用
料
は
一
日
千
円
で
す
。
採

算
を
考
え
る
と
難
し
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
収

益
で
下
支
え
し
て
い
ま
す
。
普
通
は
、
お
金
の

儲
か
ら
な
い
こ
と
は
や
る
な
と
な
り
ま
す
が
、

非
営
利
な
の
で

意
義
の
あ
る
こ
と

と
本
部

に
も
認
め
て
も
ら
え
ま
し
た
」
と
話
す
。
建
物

は
築
百
三
十
年
の
町
屋
を
借
り
て
い
ま
す
。
格

子
戸
や
朱
塗
り
の
壁
、
広
い
縁
側
や
中
庭
も
あ

り
、
旧
家
の
趣
き
あ
る
造
り
を
そ
の
ま
ま
利
用

し
て
い
て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
平
成
十
八

年
の
法
改
正
に
よ
り
始
ま
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
新
し
い
形
で
す
。
現
在
、
市
内
に
三
つ
あ
り
、

「
Ｊ
Ａ
高
岡
も
え
ぎ
の
里
」（
二
塚
）
セ
ン
タ
ー

長
の
荒
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ
う
い
っ
た
施
設

は
増
え
る
方
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
小
規
模
多
機
能
型
は
利
用
料
が
月
額
制
（
食

費
・
居
住
費
別
）
で
、
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た

人
は
一
つ
の
施
設
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
訪
問
介
護
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
そ
の
ま
ま
施
設
に

泊
ま
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
通
常
、
大
き
な
施

設
な
ど
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
と
対
応
す
る

職
員
体
系
が
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

登
録
会
員
の
定
員
十
五
人
で
、
従
事
す
る
職
員

が
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
利
用

者
は
「
な
じ
み
の
関
係
」
を
築
き
や
す
い
そ
う

で
す
。
ま
た
作
業
が
で
き
る
人
に
は
敷
地
内
に

あ
る
畑
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

　「
農
家
の
方
た
ち
は
、
先
祖
か
ら
の
土
地
を
大

切
に
守
り
、
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

そ
こ
に
住
み
続
け
る
こ
と
は
大
事
な
基
本
で
す
。

介
護
を
プ
ロ
に
任
せ
て
も
、
家
族
に
し
か
で
き

な
い
ふ
れ
あ
い
や
愛
情
が
必
要
で
す
。
私
た
ち

の
施
設
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
あ
っ
て
、

丸
抱
え
す
る
施
設
で
は
な
く
、
在
宅
で
の
生
活

継
続
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
自

宅
で
の
介
護
は
女
性
だ
け
が
担
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

介
護
は
時
に
は
息
抜
き
し
な
い
と
長
続
き
し
ま

せ
ん
」
と
荒
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。 

  

　
在
宅
の
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
、
同
じ
地
域
に
住
む
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
で
き
る
範
囲
で
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
、
市
内
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
社
会

福
祉
法
人
「
高
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
地
域

福
祉
課
の
佐
々
木
さ
ん
、
若
林
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。 

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
ネ
ッ
ト
２１
」
は
、
地
域

に
お
い
て
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象

に
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
チ
ー
ム
（
ケ

ア
ネ
ッ
ト
チ
ー
ム
）
を
つ
く
り
、
昔
か
ら
地
域

に
有
っ
た
見
守

り
や
話
し
相
手
、

ゴ
ミ
だ
し
な
ど
、

高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
助

け
合
い
を
地
域

全
体
で
進
め
て

い
く
事
業
で
す
。 

　
誰
も
が
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
同
協
議
会
が
事
務
局
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
ま
す
。
市
内
全
二
十
七
校
区
で
実
施
し
、
平

成
十
九
年
末
で
は
二
十
三
校
区
・
百
四
十
一
件

の
申
請
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

介
護
保
険
を
使
わ
な
い
交
流
サ
ロ
ン 

月
額
制
で
、通
い
も
泊
ま
り
も
訪
問
も 

ご
近
所
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

上）職員のお二人は、施設長の津幡さんを
はじめ団塊の世代。「ドンと来い、と
いう感じで利用者とも話が合うんです」
と宮崎さん 

右）おしゃべりやカラオケを楽しむ利用者 
【茶の間横町ぽぴー】 

季節の野菜を栽培・収
穫し、お昼やおやつで
味わっている 
【ＪＡ高岡もえぎの里】 

●富山型デイサービス：子どもや高齢者、障害のある人が年齢や障害の有無にかかわらず、住み慣れた地域の家庭的な施設

でデイサービスを受けることができる。●訪問介護（ホームヘルプサービス）：ホームヘルパーなどが家庭を訪問して、食事・

入浴・排泄の介護や炊事・掃除・洗濯など日常生活の手助けを行うサービス。●通所介護（デイサービス）：デイサービスセ

ンターなどに通い、食事・入浴の提供や日常的な動作訓練、レクリエーションなどを受けるサービス。●短期入所生活介護

（ショートステイ）：短期間において施設に宿泊しながら介護や機能訓練など日常生活上の介護を受けるサービスを提供する。

●居宅介護支援：介護サービス計画の作成、居宅サービス事業者との連絡調整や介護保険施設への紹介等のケアマネジメン

トを行うものを支援する。 

解 説  

ホットケーキづくりを楽しむ 
利用者【ＪＡ高岡もえぎの里】 
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　　日本労働者協同組合連合会センター事業団 高岡地域福祉事業所 

所長　宮 崎 弘 美 さん 

　人が、人として最期を迎えるた
めには、やっぱり地域で暮らし続
けることが良いのではないでしょ
うか。そのためには家族だけでは
なく、私たちのような専門性を持
つ者の力を借りて欲しいし、地域
の方たちの力を借りることも大切
だと思います。たとえ認知症にな
っても、ご近所さんの声かけや見

守りがあれば、少しでも長く地域で暮らし続けられるので
はと思います。 
　また、高齢になると「年やから…」と、段々い
ろんな事に関心を持たなくなってしまいます。
高齢になっても家に閉じこもらないで、是
非こういった“お茶の間”的な所や老人福
祉センターなどを利用して、みんなと
話したり、いろんな物を作ったりして
楽しみ、元気でいられたらいいですね。 

　　特定非営利活動法人 よりどころ 

介護支援専門員　仙 田 美 穂 さん 

　介護が必要になった場合、介護事業所との関わりは身近
で日常的なものとなります。事業所は場所や環境、雰囲気
などそれぞれ特徴は様々です。住まい選びの様に日頃から
足を運び、情報を集め、居心地の良い自分に適した所を選

考しておくことは、自分の
老いと向き合うなかで重要
な要素といえるでしょう。 

副理事長　仙 田 智 治 さん 

　多くの人は高齢になって
も「なるべく元気で」とか、
「体は弱っても、これから

まだまだ成長せんなん」と思っている人が多いが、
無理にそう思わないでほしい。 
　老いを受け入れる準備ができているか、
できていないかで、その後の心身の状態
にも大きな違いが見られます。また、
老いを他人事ではなく、自分のことと
して知ろうとすることも大切です。 

　「年いったから大事にする」だけでは、
心が閉ざされていくのではと思います。
いろんな人と会って交流を持つことは
年をとってからがむしろ必要です。体を
動かし、人と人とのコミュニケーションを
豊かにしたいものです。 
　介護は、子育てのように何年で楽になると言う
ものではなく、果てしないものです。被介護者を持つ家族
は、家族だけで抱え込むと、にっちもさっちも行かなくな
り、イライラして心にもないこと
を言ってみたり虐待に繋がったり
しがちです。 
　そうならないために介護サービ
スがあるのです。少しでも離れる
時間があればこそ冷静に被介護者
を見ることができるのではないで
しょうか。 

　  ＪＡ高岡もえぎの里 

福祉事業センターもえぎの里　センター長　荒木 富美子 さん 

　“どう生きるか”は“どう死ぬか”とい
うことだと思います。人に助けてもら
いながら、この世を仕舞っていけるよ
うに、本当の意味で自立して生きて死ん
でいけたらと思います。自分ひとりで家
族のことも何もかも抱え込んでいて、そ
の人が亡くなった時に残された家族がバ
ラバラになってしまった例もありますから。 

　高齢者は、ＳＯＳのアンテナがどう支援情報につながる
のか分からない人が少なくありま
せん。老いて心細くなった時、ど
こにアクセスし、誰とつながれば
いいのかなどと心配をしなくても、
隣近所の若い人がちゃんと見てい
てつないでくれる、そんな町だっ
たら安心して住めるのではないで
しょうか。 

　  高岡市社会福祉協議会 

地域福祉課　課長代理　佐々木 良子 さん 

　
市
内
に
沢
山
の
事
業
所
が
あ
る
中
で
、
ほ
ん
の
一
部

の
方
々
へ
の
取
材
で
し
た
が
、
ど
な
た
か
ら
も
高
齢
者

福
祉
へ
の
熱
い
思
い
と
私
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
る
か
は
、
高
齢
者
本
人
の

状
態
や
家
庭
環
境
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
地
域
に
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
、

柔
軟
で
多
様
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
高
齢
期
の
暮
ら
し

方
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

　
団
塊
世
代
も
六
十
代
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
急
速
に
高

齢
社
会
に
向
か
い
ま
す
。
一
家
族
で
極
端
な
場
合
は
、

夫
の
両
親
と
妻
の
両
親
が
同
時
に
介
護
の
対
象
と
な
る

四
重
介
護
の
ケ
ー
ス
も
有
り
得
ま
す
。 

　
男
性
も
女
性
も
、
介
護
を
共
有
す
べ
き
時
代
が
来
て

い
ま
す
。
現
実
に
、
い
ま
介
護
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
職
場
の
方
や
家
族
の
方
々
の
ご
苦
労
や
ご
意
見
な

ど
を
聞
く
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
備
え
の

ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
た
ち
が
高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
制

度
や
環
境
作
り
に
主
体
的
に
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。 

とし 

　　いずれ迎える、 
家族やわたしの高齢期。 
どんなことを準備し、 
考えておけば 
　　  いいの？ 

アドバイス 取
材に

ご協
力いただいた方々からの
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高
岡
で
活
躍
す
る
男
女
を
紹
介
し
て
い

く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
は
、
二
十
五
歳

の
若
さ
で
ご
自
身
の
美
容
室
を
開
店
し
、

現
在
も
子
育
て
し
な
が
ら
六
人
の
ス
タ
ッ

フ
を
率
い
る
、
塩
谷
伊
甲
子
さ
ん
で
す
。 

  

　
美
容
師
を
母
に
持
つ
塩
谷
さ
ん
は
、
小
学
生

の
頃
か
ら
美
容
師
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た
。

六
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
十
三
歳
の
時
に

母
が
独
立
し
て
店
を
構
え
た
。
多
感
な
時
期
に

苦
労
す
る
母
の
背
中
を
見
て
、
嫌
だ
と
感
じ
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
高
校
生
に
な
る
頃
に
は
自

分
も
美
容
師
と
し
て
店
を
構
え
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
は
目
標
に
向
か
っ
て
た

だ
ひ
た
走
る
日
々
だ
っ
た
。
高
校
を
卒
業
す
る

と
す
ぐ
、
美
容
室
で
働
く
か
た
わ
ら
、
通
信
教

育
で
美
容
師
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
勉
強
し

た
。 

　
独
立
を
常
に
考
え
て
い
た
塩
谷
さ
ん
は
「
技

術
を
磨
い
て
、
ほ
か
の
誰
よ
り
も
上
手
に
な
り

た
い
。
同
期
に
だ
け
は
負
け
た
く
な
い
」
そ
う

思
っ
て
練
習
に
励
ん
だ
。
そ
ん
な
時
、
美
容
師

歴
が
三
年
以
内
な
ら
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
と
い

う
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
パ
ー
マ
巻
き
）
コ
ン
テ

ス
ト
の
北
陸
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
。
参
加

二
年
目
に
は
二
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

全
国
大
会
に
行
け
る
の
は
優
勝
者
の
み
。
悔
し

く
て
夜
も
眠
れ
な
か
っ
た
。
三
年
目
は
ワ
イ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
猛
練
習
を
積
み
、
つ
い
に

念
願
の
全
国
出
場
を
果
た
す
。
全
国
大
会
で
は

北
陸
初
の
入
賞
で
五
位
と
い
う
成
績
を
修
め
た
。

そ
こ
で
現
在
、
所
属
し
て
い
る

※

ド
ラ
イ
カ
ッ

ト
と
い
う
手
法
を
推
奨
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

会
長
と
出
会
っ
た
。
技
術
は
お
客
様
が
善
し
悪

し
を
決
め
る
も
の
だ
か
ら
、
技
術
の
向
上
だ
け

が
一
番
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
「
自

分
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
は
こ
れ
だ
」

と
、
そ
れ
を
機
に
ド
ラ
イ
カ
ッ
ト
発
祥
の
地
で

あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
毎
年
、
行
く
よ
う
に
な

る
。
日
本
と
違
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
カ
ッ
ト

の
手
法
が
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
美
容
室

同
士
の
競
争
が
激
し
く
、
経
営
に
も
役
立
つ
こ

と
が
多
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
容
院
を
訪
ね

て
い
る
と
い
う
。 

　
そ
し
て
平
成
十
四
年
、
市
内
中
曽
根
に
美
容

室
ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
を
開

店
。
今
、
振
り
返
る
と
そ
れ
ま
で
の
基
盤
を
作

る
の
が
一
番
難
し
か
っ
た
と
話
す
。
当
時
は
二

十
四
歳
で
貯
蓄
も
何
の
担
保
も
無
く
、
銀
行
か

ら
融
資
を
受
け
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、
い

ろ
ん
な
人
に
頼
み
込
ん
で
、
何
と
か
オ
ー
プ
ン

に
漕
ぎ
着
け
た
。
し
か
し
、
二
ヶ
月
で
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
辞
め
る
と
い
う
大
き
な
挫
折
を
味
わ

っ
た
。「
そ
の
頃
は
、
経
営
者
と
い
う
も
の
が

ど
ん
な
も
の
な
の
か
理
解
で
き
ず
、
が
む
し
ゃ

ら
す
ぎ
て
色
々
な
と
こ
ろ
に
無
理
が
か
か
っ
て

い
た
。
何
度
も
悩
み
、
笑
う
こ
と
も
で
き
な
い

日
も
あ
っ
た
が
、
技
術
で
な
く
、
人
間
性
。
や

り
方
で
は
な
く
、
在
り
方
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
吹
っ
切
れ
た
」
と
い
う
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ

て
か
ら
は
、
現
在
い
る
六
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
一

人
ひ
と
り
が
考
え
る
ス
タ
イ
ル
を
経
営
者
と
し

て
ど
う
実
現
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

　「
勤
め
時
代
は
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な

い
も
ど
か
し
さ
が
あ
っ
た
が
、
今
は
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
。
近
い
将
来
は
、
育
っ
て
き
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
も
二
店
舗
目
を
考
え

た
い
。
自
分
で
は
美
容
師
を
最
後
の
職
業
だ
と

は
思
っ
て
お
ら
ず
、
枠
に
捉
わ
れ
な
い
ア
ー
ト

な
世
界
を
も
っ
と
追
求
し
た
い
」
と
話
す
塩
谷

さ
ん
の
関
心
は
、
美
容
全
般
だ
け
で
な
く
、
英

会
話
を
習
い
、
美
術
館
に
行
く
な
ど
、
常
に
ア

ン
テ
ナ
を
立
て
、
自
分
磨
き
を
怠
ら
な
い
。 

  

　
二
十
歳
で
結
婚
し
、
小
学
一
年
生
の
お
子
さ

ん
の
お
母
さ
ん
で
も
あ
る
塩
谷
さ
ん
。
出
産
直

前
ま
で
勤
め
、
生
ま
れ
て
一
ヶ
月
半
で
職
場
復

帰
し
た
が
、
授
乳
で
眠
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
と

い
う
。
子
ど
も
が
一
歳
の
時
に
店
舗
の
土
地
を

探
し
始
め
、
二
歳
の
時
に
独
立
し
た
。
こ
れ
で

良
い
の
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

「
美
容
師
の
先
輩
は
皆
、
子
ど
も
を
産
ん
で
独

立
し
て
も
何
と
か
や
っ
て
い
る
。
周
り
に
協
力

し
て
も
ら
え
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
、

自
分
を
奮
い
立
た
せ
た
。 

　
し
か
し
、
家
事
と
育
児
、
仕
事
の
両
立
は
思

っ
た
以
上
に
ハ
ー
ド
だ
っ
た
。
月
に
一
度
の
県

外
で
の
勉
強
会
に
加
え
、
毎
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
も
行
く
。
や
り
た
い
こ
と
が
増
え
る
と
家
を

空
け
る
回
数
も
増
え
る
。
子
ど
も
に
手
を
か
け

て
あ
げ
た
い
と
思
う
が
、
時
間
が
と
れ
ず
難
し

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
も
自
分
が
目
指
し
た
夢

か
ら
ぶ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
た
だ
ひ
た

む
き
に
追
い
続
け
て
き
た
。「
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
が
で
き
る
の
は
家
族
を
は
じ
め
、
周
囲

の
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
」
だ
と
い
う
。 

　「
子
ど
も
は
真
っ
直
ぐ
に
母
を
見
よ
う
と
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
、
自
分
も
成

長
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
、
無

理
に
仕
事
を
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
子
ど
も

と
、
も
っ
と
関
わ
り
た
い
」
と
話
す
。 

 

■
取
材
を
終
え
て 

　
ま
っ
す
ぐ
に
、
夢
を
追
い
か
け
る
塩
谷
さ
ん

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
さ
と
、
芯
の
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 

ヘ

 

ア

 

メ

イ

ク

 
 

ピ

ュ

ル

テ

 

両
立
の
難
し
さ 

目
標
に
向
か
っ
て 

あ
り
ー
て
編
集
員
が 

　
　
　
　
　
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す 

※
ド
ラ
イ
カ
ッ
ト
… 

乾
い
た
髪
の
ま
ま
で
一
本
ず
つ
デ
ザ
イ
ン
し
、
時
間
を

か
け
て
カ
ッ
ト
し
て
い
く
も
の
。
髪
は
濡
ら
す
と
癖
や

頭
の
形
が
分
か
り
づ
ら
く
な
り
、
後
で
違
っ
た
出
来
に

な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
用
い
る
と
そ
の
心
配
は

な
く
、
よ
り
芸
術
的
な
仕
上
が
り
と
な
る
そ
う
だ
。 

昨年、大阪で開かれたドラ
イカットの勉強会に参加し、
更なる技術の向上に励む塩
谷さん 
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　「
私
は
三
児
の
父
で
す
」
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン

と
、
み
ん
な
元
気
に
産
ま
れ
て
二
男
一
女
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
、「
マ
マ
、

頑
張
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
我
が
家
の
子
ど
も
た
ち
を
少
し
紹
介
し

ま
す
。
先
ず
は
長
男
。
す
ぐ
に
泣
き
じ
ゃ

く
る
が
、
弟
・
妹
思
い
の
四
歳
。
怒
ら
れ

て
も
踊
っ
て
い
る
わ
ん
ぱ
く
二
歳
の
次
男
。

そ
し
て
顔
が
私
に
そ
っ
く
り
な
四
ヶ
月
の

長
女
。（
マ
マ
に
似
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の

に
…
）
こ
の
先
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
、
不

安
も
楽
し
み
も
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
。 

　
育
児
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
、

オ
ッ
パ
イ
以
外
は
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
風
呂
、
さ
す
が
に
風
呂
好

き
の
三
人
を
入
れ
る
に
は
大
変
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
四
ヶ
月
の
長
女
を
素

早
く
泡
タ
イ
プ
石
け
ん
で
仕
上
げ
（
三
人

目
に
な
れ
ば
も
う
技
師
で
す
）、
長
男
・
次

男
を
な
ん
と
か
ご
ま
か
し
な
が
ら
頭
、
体

を
洗
い
ま
す
。
終
わ
っ
た
頃
に
は
、
自
分

が
の
ぼ
せ
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
歯
み
が
き
、
こ
れ
も
な
か
な
か
。
長
男

は
マ
マ
担
当
で
、
次
男
は
私
が
や
り
ま
す
。

指
を
噛
ま
れ
た
の
も
何
度
か
…
（
イ
タ
イ
）。 

　
そ
し
て
部
屋
に
行
き
、
夜
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト

戦
い
ご
っ
こ

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

「
パ
パ
ＶＳ
子
ど
も
た
ち
」
真
剣
な
顔
で
戦
い

に
挑
ん
で
く
る
姿
は
何
と
も
頼
も
し
い
限

り
で
す
。
マ
マ
の
「
ハ
イ
！
寝
る
よ
」
の

一
声
で
戦
い
終
了
。
就
寝
。
ぐ
っ
す
り
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
自
分
も
夢
の
中
へ
…
。

こ
ん
な
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
を
楽
し
む
。
夫
婦
で
育
児
を
す
る
。

母
親
の
一
番
の
理
解
者
、
協
力
者
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
も
心
と
体
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
親
も
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

活動登録団体紹介  活動登録団体紹介  活動登録団体紹介  高岡市男女平等推進センター 

林　隆史さん 
市内在住。4歳、2歳、0歳の
育児中。自営業。 

ぼ
く
の
育
児
育
児 

日
記
日
記 

ぼ
く
の
育
児 

育 育 

＆ 

日
記 

富山県消費者協会、高岡市消費者連絡会、高岡女性の会連絡会

に属し、センターを情報収集の拠点として、各団体相互の交流を

図っています。県内外の業界の施設見学や懇談、研修、市のリサ

イクルセンターで牛乳パックから葉書づくり、廃油から石鹸づくり、

古傘で作ったマイバッグ運動、衣類のリフォーム、県の中央研修

会での展示発表、市長と年末の早朝市場廻り、年末年始の食料

の入荷状況を知り市場関係者と懇談などの活動をしています。 

リ　ン　ベ　ル 高岡中央消費サークル 

子育てほっとカフェ 新　樹　会  

下記の団体・グループへのお問い合わせは、高岡市男女平等推進センターＴＥＬ（０７６６）２０－１８１０まで。 
センターのホームページ（http://www2.city-takaoka.jp/gec）でも、登録団体・グループを紹介しています。 

あなたのグループもセンターに登録しませんか？ あなたのグループもセンターに登録しませんか？ 

自 

この会は平成2年『高岡市政に女性議員を』の声により誕

生しました。そこで「女性の政治参画を進めることを目的

とする」。そのために必要な学習として、「女性と政治」を

テーマにした情報交換や講演会等を開催し、また事業と

して、イデオロギーに関係なく立候補しようとする女性に

推薦支援等を行い、その目的達成のための活動をしてい

ます。 

リンベルはミュージックベルの演奏を始めて、まもなく１０

年になるボランティアグループです。ベルの演奏は、各々

が異なる音階を受け持ち、自立しながらも仲

間と連帯して、皆の気持ちが一つになった時、

聴く人の心に〈癒し〉の音楽を届けることが

できます。そして『安らぎ配達人』として、高

齢者施設などを飛び回っています。 

子育てサークルリーダーのネットワーク化を目指して「子

育てほっとカフェ」は誕生しました。新しい形の子育て支

援として、サークルのネットワーク作りだけ

にこだわらず、子育ての主役である父母を

対象にしたイベント開催を通して、子育て

仲間の出会いの場、ほっと一息つけるくつ

ろぎの場を提供しています。 

2008年 
2月末現在の登録 

55団体 
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長
野
と
も
子
は
、
大
正
八
年
十
月
、
東
京
新

宿
に
生
ま
れ
、
両
親
と
姉
、
妹
と
暮
ら
し
て
い

た
。
父
方
の
祖
母
が
琴
を
弾
い
て
い
た
た
め
か
、

父
は
三
姉
妹
に
琴
を
習
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

と
も
子
は
小
学
二
年
か
ら
習
い
始
め
、
学
校
帰

り
に
毎
日
、
先
生
の
家
へ
稽
古
に
通
っ
た
。
先

生
が
引
っ
越
す
と
、
先
生
宅
の
近
所
に
あ
る
小

学
校
へ
と
転
校
さ
せ
ら
れ
た
。
気
が
付
く
と
姉

と
妹
は
琴
か
ら
離
れ
て
い
た
。 

　
あ
る
日
、

お
琴
の
爪
が
無
く
な
れ
ば
、
も

う
習
わ
な
く
て
も
よ
く
な
る

と
考
え
、
帰
り

道
の
土
手
に
爪
を
放
り
投
げ
た
。
帰
宅
し
、
父

に
爪
を
失
く
し
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
新
し
い

爪
を
買
い
与
え
て
く
れ
、
次
の
日
に
土
手
を
通

る
と
、
爪
の
入
っ
た
巾
着
が
木
の
枝
に
つ
る
さ

れ
て
い
て
二
度
が
っ
く
り
し
た
と
話
す
。 

　
月
日
が
経
ち
、
東
京
音
楽
学
校
分
校
箏
曲
科

（
現
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
）
で
学
ん
で
い

た
二
十
歳
の
頃
に
は
弟
子
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。 

  

　
と
も
子
が
二
十
三
歳
の
時
、
縁
談
が
持
ち
上

が
る
。
四
つ
年
上
の
信
秀
で
あ
る
。
幼
い
頃
の

病
気
が
原
因
で
盲
目
で
あ
っ
た
信
秀
は
音
楽
好

き
で
、
ピ
ア
ノ
を
弾
き
作
曲
も
手
が
け
て
い
た
。

大
分
か
ら
上
京
し
、
箏
曲
を

※
２宮
城
道
雄
に
師

事
し
て
い
た
。
と
も
子
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た

が
、
父
は
「
信
秀
と
結
婚
し
た
ら
一
生
お
琴
を

続
け
て
く
れ
る
」
と
た
い
そ
う
喜
び
、
結
婚
の

段
取
り
を
進
め
た
。
結
婚
後
は
京
城
（
韓
国
）

で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
戦
争
が
始
ま
り
広
大
な

敷
地
の
自
宅
は
軍
に
占
領
さ
れ
、
琴
さ
え
も
持

ち
出
せ
ず
に
日
本
に
引
き
揚
げ
、
茨
城
に
移
り

住
ん
だ
。 

　
昭
和
二
十
六
年
に
宮
城
道
雄
が
生
田
流
か
ら

独
立
し
、
生
田
流
宮
城
社
と
な
り
、
信
秀
も
宮

城
会
発
展
の
た
め
心
血
を
注
い
で
い
た
時
、
宮

城
道
雄
か
ら
「
北
陸
の
門
下
生
の
た

め
、
教
授
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

頼
ま
れ
高
岡
に
移
り
住
ん
だ
。
後
で

知
っ
た
が
、
高
岡
は
父
の
出
身
地
で

あ
っ
た
。 

　
結
婚
後
、
と
も
子
は
主
婦
業
に
専

念
し
、
琴
を
弾
く
こ
と
も
無
か
っ
た
。

二
人
の
娘
を
育
て
る
か
た
わ
ら
、
信

秀
の
出
稽
古
に
は
必
ず
同
行
し
た
。

金
沢
で
出
稽
古
を
し
て
い
た
あ
る
日
、

信
秀
は
「
具
合
が
悪
い
」
と
横
に
な
り
、
そ
れ

き
り
五
十
三
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
と
も

子
四
十
九
歳
で
あ
っ
た
。 

  

　
そ
の
後
、
宮
城
会
が
北
陸
支
部
長
後
任
を
模

索
し
て
い
た
時
、
当
時
の
宮
城
宗
家
宮
城
喜
代

子
は
と
も
子
を
推
挙
し
た
。
周
囲
は
、「
え
っ
、

ど
う
し
て
？
」
と
い
う
反
応
だ
っ
た
。
当
時
は

誰
も
、
と
も
子
が
琴
を
弾
け
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。
結
婚
後
は
琴
を
弾
く
こ
と
も
無
く
、
自

宅
で
信
秀
と
合
奏
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
が
、

宗
家
の
喜
代
子
は
東
京
音
楽
学
校
分
校
箏
曲
科

時
代
の
と
も
子
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
だ
。
琴

を
習
い
教
え
て
い
た
と
は
い
え
、
流
派
の
違
い

か
ら
、
宮
城
会
の
免
状
を
習
得
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
宮
城
会
北
陸
支
部
は
北
陸
三
県
と

新
潟
を
ま
と
め
る
。
全
国
で
九
人
い
る
支
部
長

職
を
、
五
十
歳
か
ら
八
十
七
歳
ま
で
実
に
三
十

七
年
間
も
任
さ
れ
、
宮
城
会
の
試
験
官
も
務
め

た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
多
い
日
で
一
日
に
三
十

人
の
生
徒
を
教
え
た
日
も
あ
っ
た
と
い
う
。
現

在
も
金
沢
へ
出
稽
古
に
通
っ
て
い
る
。
自
宅
に

は
週
五
日
、
遠
く
は
福
井
か
ら
も
弟
子
が
稽
古

に
や
っ
て
来
る
。
弟
子
の
一
人
は
「
先
生
は
細

か
い
注
意
を
し
な
い
が
、
す
べ
て
分
か
っ
て
い

る
ゆ
え
、
あ
え
て
言
わ
な
か
っ
た
の
だ
と
後
に

な
っ
て
気
付
く
。
先
生
の
お
琴
は
古
い
物
な
の

に
、
音
色
は
透
き
通
っ
て
い
て
深
み
が
あ
っ
て

優
し
い
。
同
じ
様
に
弾
い
て
も
そ
の
音
色
は
、

何
年
経
っ
て
も
出
せ
な
い
。
会
で
も
決
し
て
偉

ぶ
る
こ
と
は
無
く
、
弟
子
の
立
場
や
会
の
立
場

で
物
事
の
判
断
を
さ
れ
る
方
だ
か
ら
、
人
が
付

い
て
く
る
の
で
は
」
と
話
す
。 

　
と
も
子
は
楽

譜
の
無
い
時
代

か
ら
琴
を
始
め
、

ほ
と
ん
ど
の
曲

が
暗
譜
で
あ
る
。

天
性
の
絶
対
音

感
の
持
ち
主
で
、

何
十
人
が
一
緒

に
弾
い
て
も
、

誰
の
音
が
外
れ

て
い
る
の
か
が

判
り
、
寸
分
の

狂
い
も
無
く
調

弦
す
る
。「
正

座
は
全
然
苦
に

な
ら
な
い
け
ど
、

未
だ
に
お
琴
が
好
き
だ
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い

の
よ
。
で
も
そ
う
言
い
な
が
ら
八
十
年
も
経
つ

の
よ
。
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
」
と
笑
う
。
と
も

子
、
現
在
八
十
九
歳
。
ま
さ
し
く
生
涯
現
役
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

※
１
　
箏
曲（
そ
う
き
ょ
く
）…
邦
楽
の
一
種
目
。
箏（
琴
）に
よ

る
音
楽
。
弾
き
歌
い
が
本
来
の
様
式
。
歌
の
な
い
器
楽

曲
も
あ
り
、
三
味
線
・
尺
八
・
胡
弓（
こ
き
ゅ
う
）と
の

合
奏
も
あ
る
。 

※
２
　
宮
城
道
雄
…
作
曲
家
・
箏
曲
家
。「
春
の
海
」
の
作
曲

者
で
も
あ
る
。
邦
楽
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭
和
三
十

一
年
逝
去
。 

琴

を

習

う

 

高

岡

へ

 

主
婦
か
ら
表
舞
台
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
一
九
〜
） 

　
東
京
か
ら
高
岡
に
移
り
住
み
、
夫
の
あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
北
陸
の
地
で

※
１箏
曲
発
展
に
尽
く

し
、
今
な
お
八
十
九
歳
で
箏
曲
を
教
授
す
る
生
田
流
宮
城
社
大
師
範
。
平
成
四
年
に
高
岡
市
市

民
功
労
賞
を
受
賞
。 

二十歳の頃のとも子さん 

「箏と尺八の演奏会」に三味線で出演するとも子さん（中央） 
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発行／高岡市男女平等推進センター 

〒９３３－００２３ 高岡市末広町１－７（ウイング・ウイング高岡６階） 
電話／０７６６－20－1810　ＦＡＸ／０７６６－20－1815 
E-mail／gec@office.city.takaoka.toyama.jp 
ホームページ／http://www2.city-takaoka.jp/gec/

●「ありーて」は上記のＨＰでもご覧いただけます。 
●この情報誌に関するご意見・ご感想をお待ちしております。 

表紙イラスト：和田 玲子さん（高岡市在住） 
ありーてキャラクターデザイン：山崎 可菜さん（高岡市出身） 

高岡市男女平等・共同参画課 
高岡市男女平等推進センター 

高岡市男女平等推進プラン 

　高岡市男女平等推進プラン情報誌「ありーて」は
男女平等・共同参画の推進を目的に、公募の市民編
集員により作成しています。 

編
集
後
記 

湶　美智代 
私自身に色々なことがあり、あっという間の2年間でした。
経験したことの無いこと、気づかされたこと、世の中いろ
いろな人が居るから、面白いのだと痛感し、これから先の
40代、良いことも悪いこともすべてが肥やしに出来る人
間になりたいと願っています。 

秦　美代子 
2年間の編集委員の任期を、この号で卒業します。あっと
いう間の楽しい一瞬でした。取材を通して素敵な人たち
との出会いがあり、日頃から関心のあった事柄については
自分なりに整理が出来、余り興味の無かったことも、書く
ことで自然と「学ばせていただいた」という気持ちになり
ました。取材に協力して下さった沢山の人と、読んで下さ
った皆様に感謝致します。 

酒井　克岳 
介護というものは、もし家族だけで抱え込もうとすると、
どうしても特定の人に負担が集中しやすく過酷なために
破綻をきたしやすいものです。私たち社会全体で知恵と
ヒト・モノ・カネなどのリソース（資源）を出しあって取り組
むことが、今後より一層必要になると思います。 

若杉　幸子 
編集員としての2年間はあっという間でした。ありーてを
通して我が家にも協力がチラホラ芽生えました。たくさ
んの素晴らしい出会いに感謝します。 

　プランは、男女平等・共同参画を推進
する市の施策の基本計画と具体的に取り
組む事業計画を定めたもので、市、市
民及び事業者等（市内の法人、個人事
業所及び民間団体）が共に取り組む行動
計画です。計画の体系は右図のとおり
です。 
 
　計画期間は、２００７（平成１９）年度～ 
２０１６（平成２８）年度までの１０年間です。 
〔２０１１（平成２３）年度までの５年間は前期
事業計画期間〕 
 
　全ての人が、「家庭生活の場」「仕事
の場」「地域活動の場」「学校や保育の場」
において、自らが「参画すること」「家
庭や仕事、地域活動などを両立すること」
「互いに尊重し認めあい、健康で輝くこと」
に取り組みましょう。 
　また、全ての人がそれらの取組をそれ
ぞれの立場で「支えること」で、市の男
女平等・共同参画を推進しましょう。 

基本目標 重点課題 施策の方向 

http://www.city.takaoka.toyama.jp/ 
                     kikaku/０２０８/index.html

高岡市男女平等推進プランができました 

認
め
あ
い 

支
え
あ
い 

共
に
輝
く 
ひ
と 

と 

ま
ち 

市の施策・方針決定過程への共同参
画の促進 
事業者の方針決定過程への共同参画
の促進 
地域活動組織等の方針決定過程への
共同参画の促進 

あらゆる場における男女平等・共同
参画の視点・気運の醸成や配慮 
多様な選択を可能にする教育、学習
等の充実 

市民の参画への支援 
参画とまちづくりとの有機的な連携の促進 

子育て支援の整備・充実 
ひとり親家庭等への自立支援の整備・充実 
高齢者、障害者への介護・自立支援
の整備・充実 

    ●   男女の共同意識の促進 

地域における在住外国人との共生 
国際的な女性問題等への理解と国際
交流等の推進 

雇用の場における男女平等の視点の促進 
女性の能力開発・育成の促進 

学校教育等での人権尊重を進める学
習の推進 
生涯学習での人権尊重を進める学習
の推進 
人権擁護体制の推進 

配偶者等からの暴力（ドメスティック・
バイオレンス）の防止 
子どもや高齢者等の虐待の防止 

健康管理・保持増進のための支援 
妊娠・出産等に関する健康支援 
健康をおびやかす問題についての対
策の推進 

男女平等・共同参画の理解・促進 
推進体制の充実・強化 

政策・方針決定過
程への男女平等・
共同参画の推進 

固定的な性別役割
分担意識等による
慣行等の解消 

地域活動の場での
協働や男女平等・
共同参画の推進 

仕事と育児・介護
等とを両立するた
めの環境の整備 

家庭・地域活動における
男女の相互協力の推進 

国際化社会におけ
る理解と交流 

仕事の場における
男女の共同参画の
推進 

人権尊重の意識の
醸成 

あらゆる暴力的行
為や虐待の根絶 

男女の生涯を通じ
た健康支援 

プランの有機的な
推進 

男女があらゆる
分野に平等に
参画できる機会
の確保 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

家庭生活や仕事、
地域活動等に
おける平等な参
画とそれらが両
立できる環境の
整備 

男女が個人とし
て尊重され、能
力が発揮できる
環境の整備 

男女の健康の 
確保 

計画の 
総合的な推進 

プランは市ホームページで公開しています。 


